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学長ごあいさつ

事業概要

事業責任者ごあいさつ

プログラム実績

文部科学省選定「都市型地域医療を先導する病院変革人材育成」採択事業

横浜市立大学「YCU病院経営プログラム」事業概要

横浜市立大学内体制図

都市型地域医療を先導する、病院変革人材を育成するために

　横浜市立大学は、附属病院、附属市民総合医療センターという2つの大規模病院を有し、これまで高度な

先進的医療のみならず、政策的医療提供など地域の安定的な医療に寄与してきました。ー方、日本の社会は

待った無しの少子高齢化社会に加え、令和2年からは新型コロナウイルスのパンデミックに見舞われ、地域から

求められる医療はさまざまな課題を抱えつつ、急速に変化しています。大学病院においても例外ではなく、あらゆ

る変革が求められています。

　そのような中、横浜市立大学は、2017年度文部科学省「課題解決型高度医療人材養成プログラム」に採択

され、2018年度から社会人大学院履修証明コースである、「YCU病院経営プログラム」を開設いたしました。

医師、看護師、その他コメディカル、事務管理職、医療行政職という幅広い方 を々対象に年々履修生を増やし、

2021年度は25名の履修生をお迎えすることができました。実践的なケ一ススタディや各自の課題に取り組む特

別研究を中心とし、医学研究科、国際マネジメント研究科、データサイエンス研究科、附属病院、附属市民総

合医療センターの5拠点で展開しています。修了生はそれぞれの部署において、研究や学習の成果を病院経営

に活かすとともに、このプログラムが毎年公開しているシンポジウムや公開授業等も利用して、ネットワークを広

げています。

　なお、文科省補助金は今年度で終了しますが、本プログラムは文部科学省職業実践力育成プログラム

（BP）および厚生労働省の専門実践教育訓練給付制度の対象プログラムとして認定され、来年度以降も継続

できることとなりました。

　次世代を担う新たな病院経営人材が育っていくよう、横浜市医療局や横浜市医師会、病院協会等とも連携

しながら、大学として強力にプログラムを推進していきます。

相原 道子
横浜市立大学学長

年度

平成30年度

平成31(令和1）年度

令和2年度

令和3年度

令和4年度

募集数

10名

10名

12名

13名

25名

履修生数

15名

15名

18名

25名

25名

　急激な高齢化に加え、2020年度からは新型コロナウイルスのパンデミックにより、医療は様 な々新たな課題に

向き合っています。一方、医療・介護財源である社会保障費や税金の担い手は減少の一途をたどり、医療提

供や人材育成にも、新たな発想が求められます。

　本プログラムは、e-learning、研究会、シンポジウム、ケースディスカッション、特別研究など多彩な教育機会

を用いて、大学病院を始めとする医療機関の健全経営を担保し、あるいは政策立案に資するために、下記の資

質を備えた人材の育成を行います。

後藤 隆久
病院長 本事業責任者
横浜市立大学附属病院

履修生受入実績

2 3

開催シンポジウム、公開授業

令和3年度
①公開授業
「ポストコロナの横浜大学メディカルセンター」
②公開シンポジウム
「ポストコロナの医療経営」

①111名
②128名

令和2年度

①公開授業
「横浜市大附属市民総合医療センターの経営改革」
②公開シンポジウム
(1)「働き方改革と医療政策」
(2)「COVID-19パンデミックの中で 病院と地域医療をどう経営するか？」

①44名
②(1)91名
　(2)220名

平成31(令和1）年度 公開シンポジウム
「修了生による地域医療・病院経営改善に向けた提言」 50名

平成30年度
公開シンポジウム
「更なる効率化と質保証に対処していくために！－医療ICTの機能
拡充と活用－」

115名

平成29年度
キックオフシンポジウム
｢大学病院と地域の病院・診療所との連携と機能分担都市における
医療の課題と将来の方向｣

109名

年度 内容 参加者

シンポジウムの様子（平成31年4月）

◇ 医療安全や病院管理等の基本的資質に加え、地域毎の医療環境の中での自院の戦略的ポジショニング

を考え、病院を変革する力

◇ 地域の医療・介護システムを構築していく中でリーダーシップを発揮し、病院単独では解決できない経営

問題をその地域の行政・医療・介護の担い手、住民等と協働しながら解決する力
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教育プログラムの育成人物像

履修プログラムの特徴

大学病院長・幹部候補のライセンスとしての履修証明プログラム

「YCU病院経営プログラム」内容※

大学病院長候補者、病院長を補佐する医師・医療従事者、看護管理職候補者、事務管理職候補者、自治体関係者などを対象にした1年間

(最大2年間)のコースです。

※「履修証明プログラム」は、学校教育法第105条及び学校教育法施行規則第164条の規定に基づき、大学が主として社会人向けに体系的な教育プログラムを開設し、
　その修了者(120時間以上の履修を完了する者)に対し、学長名の履修証明書を交付するものです。

プログラムの内容（令和4年度）

特別研究は、履修生各人が持っている経営課題について、コー
ディネーターのマンツーマンの指導を受けて、解決法の提案を行い
ます。これに加え、世界の一流ビジネススクールで用いられている
ケース教材等を使って、リアルな病院経営についてクラス討議を通
じて学びます。これらを通して、履修生が本プログラム修了後も
様々な経営課題を解決する基礎力を培うことを目指します。

特別研究：ケーススタディ
安全管理学は、患者取り違え事故という、日本の医療安全の原点
を経験した横浜市大ならではの、安全管理の理論と実行について
学びます。ガバナンスは、ケースディスカッション方式で、病院教
職員のやりがいをいかに高め、病院の理念や行動規範を浸透させ
ていくかを学びます。

安全管理学・ガバナンス

超高齢社会に対応する日本の医療政策、
及び各自治体の実態を理解している。

高度急性期医療を使命とする大学病院が
今後取るべき戦略や経営管理の方法につ
いて理解している。

複雑な都市環境における医療・介護・
福祉の担い手と連携しながら病院経営を
実行・助言できる。

職業実践力育成プログラム認定制度とは、大学・大学院等におけるプログラムの受講を通じ
た社会人の職業に必要な能力の向上を図る機会の拡大を目的として、大学等における社会
人や企業等のニーズに応じた実践的・専門的なプログラムを「職業実践力育成プログラム」
（BP）として文部科学大臣が認定するものです。

本プログラムが、文部科学省の職業実践力育成プログラム
（BP= Brush up Program for professional ）として認定されました！

Pick Up

履修生の声 令和3年度履修生

必須科目内容

政策学については、医療における管理者の視
点を養成することを目的として、病院、保険
者、横浜市、神奈川県、国の５つの視点から包
括的に医療政策学を学ぶ。経営学では、病
院経営の理論と実際について、DPC及び原価
情報の活用による経営改善や医療情報・医療
データの二次利用等に触れ、病院が地域の中
で今後取るべき戦略的ポジショニングや経営
管理方法について学ぶ。

医療政策・経営学 15時間
安全管理学では、高信頼産業に学ぶ安全管
理、医療事故から学ぶ安全管理、レジリエン
ス、コミュニケーションについて学ぶ。ガバナ
ンスでは、リーダーシップ、動機付け、コンプ
ライアンスなどについて実際の病院経営に即
して学ぶ。

安全管理学・ガバナンス 15時間
特別研究(45h)・ケーススタディ研究・演習。
大学病院の現場における、大学病院長主導
による経営改善実習を行う。

経営が難航する病院や企業の建て直しに関する
case studyと大変バラエティーに富んだ素晴らし
い講師陣による丁寧かつ熱い授業をたっぷり経
験できました。私は今まで外科医としてそれなりに
生きてきたわけですが、まったく欠けていた視点を
教えて頂くことができました。大げさですが私のな
かで何か化学反応が生じ、本コース受講前と後で
は別人になった感覚があります。もっと早く学びた
かった！専門医を取得した40～50歳の医師に受
講することを強くお勧めします。人生変わります。

参加者は病院の職員だけではなく、行政や企
業の方、大学院生とさまざまで、多様な考え
方を学ぶ貴重な場となりました。すべての授
業が興味深いものでしたが、特に、ビジネスス
クールのテキストを用いたケースメソッドは大
好きな授業でした。職種の隔たりなく、活発
な意見交換でケースがどんどん展開していき
ます。課題が整理され、問題が焦点化してい
く過程とそのスピード感はとても刺激的で楽し
く学びが深めることができました！

病院経営の全体像が掴みづらいと感じてい
た時に、本履修プログラムを拝見し、体系的
な教育カリキュラムを受講できることに興味を
持ち応募しました。受講してみると、基礎的な
ことは座学・e-learning等で、ケースディス
カッション・ゼミ形式の特別研究では、討論を
中心に、多様な職種の方 と々有意義に学習で
きました。本プログラムは経営課題を解決す
る基礎力を培うことが目的であり、今後は、実
践で活用していきたいと考えております。

特別研究 45時間

選択科目内容(2科目選択)

臨床試験でプロトコール
を作成する上で必要な
統計的手法を学ぶ。臨
床研究で実際に用いら
れている統計手法(検定
方法や回帰モデル)を習
得する。解析ソフトを用
いて講義で得た知識を実
際のデータ解析に活用す
るための実習を行う。

臨床統計学
22.5時間

人材育成のための能動
的教育手法の実践と専
門職連携の観念と教育
手法の習得を目的とし
て、イントロダクションの
講義後、履修者と共に
ディスカッションを行う。

医学教育学
22.5時間

看護管理の理論と方法
を概観し、保健・医療・
福祉システムの変化に
おける看護管理上の課
題を明確にし、看護管理
者、CNSとして効果的に
組織をマネジメントする
ために必要な知識を学
習する。

看護管理学
22.5時間

看護の質向上に向けて
求められる看護政策、制
度の理念、機能、意義な
らびにその展開に必要
な知識と技法について
今日の社会的背景も踏
まえて学ぶ。

看護政策学
22.5時間

公的統計調査等につい
て適切な調査の企画・
設計ができるようになる
ため、調査票の作成方
法や調査実施方法、標
本抽出の方法や母集団
推定の方法など、文理を
またいだ様々な技術に
ついて概要を網羅的に
学ぶ。

調査方法論
22.5時間

公会計研究では、行政や
病院、大学等における会
計問題を対象とした研究
を包括的にレビューし、
海外トップジャーナルに
おける公会計研究の課
題と展望を理解する。

公会計研究
22.5時間

医療イノベーション経営
では、医療組織の経営
戦略や経営資源の開
発、マーケティング、医
療の質の確保などにつ
いて学ぶ。受講生が履
修しやすいよう、夏季土
日等の休日に集中講義
として実施する。

医療イノベー
ション経営
22.5時間

投資評価、原価計算、経
営情報論、人的資源管
理、組織変革論、マーケ
ティング、経営戦略論な
ど経営学の基礎を学ぶ。

ビジネス・
マネジメント
22.5時間

組織を取り巻く社会的
な課題について理解を
深め、行動経済学やソー
シャル・マーケティング
等の知見を活用しなが
ら、組織や社会全体にイ
ノベーションをもたらす
課題解決型人材の育成
を目指す講義。

ソーシャル・
イノベーション
22.5時間

外部環境の補正による
病床の将来推計と病院
内外のデータ解析を通じ
てエビデンスに基づく医
療経営管理の理解を深
めることをめざす講義。

医療経営分析論
22.5時間

横浜市立大学副学長
横浜市立大学消化器・
腫瘍外科学主任教授
遠藤 格

横浜市立大学附属　
市民総合医療センター
看護部　業務担当看護師長
平井 律子

大和市立病院事務局
事務局長
大下 等

QRコードをかざすと
WEBサイトで

詳細をご覧いただけます

「課題解決GP 受講のすすめ」 「職種を越えた学び」 「病院経営課題解決への大きな一歩」
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教育プログラムの育成人物像

履修プログラムの特徴

大学病院長・幹部候補のライセンスとしての履修証明プログラム

「YCU病院経営プログラム」内容※

大学病院長候補者、病院長を補佐する医師・医療従事者、看護管理職候補者、事務管理職候補者、自治体関係者などを対象にした1年間

(最大2年間)のコースです。

※「履修証明プログラム」は、学校教育法第105条及び学校教育法施行規則第164条の規定に基づき、大学が主として社会人向けに体系的な教育プログラムを開設し、
　その修了者(120時間以上の履修を完了する者)に対し、学長名の履修証明書を交付するものです。

プログラムの内容（令和4年度）

特別研究は、履修生各人が持っている経営課題について、コー
ディネーターのマンツーマンの指導を受けて、解決法の提案を行い
ます。これに加え、世界の一流ビジネススクールで用いられている
ケース教材等を使って、リアルな病院経営についてクラス討議を通
じて学びます。これらを通して、履修生が本プログラム修了後も
様々な経営課題を解決する基礎力を培うことを目指します。

特別研究：ケーススタディ
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安全管理学・ガバナンス

超高齢社会に対応する日本の医療政策、
及び各自治体の実態を理解している。

高度急性期医療を使命とする大学病院が
今後取るべき戦略や経営管理の方法につ
いて理解している。

複雑な都市環境における医療・介護・
福祉の担い手と連携しながら病院経営を
実行・助言できる。

職業実践力育成プログラム認定制度とは、大学・大学院等におけるプログラムの受講を通じ
た社会人の職業に必要な能力の向上を図る機会の拡大を目的として、大学等における社会
人や企業等のニーズに応じた実践的・専門的なプログラムを「職業実践力育成プログラム」
（BP）として文部科学大臣が認定するものです。

本プログラムが、文部科学省の職業実践力育成プログラム
（BP= Brush up Program for professional ）として認定されました！

Pick Up

履修生の声 令和3年度履修生

必須科目内容

政策学については、医療における管理者の視
点を養成することを目的として、病院、保険
者、横浜市、神奈川県、国の５つの視点から包
括的に医療政策学を学ぶ。経営学では、病
院経営の理論と実際について、DPC及び原価
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る基礎力を培うことが目的であり、今後は、実
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選択科目内容(2科目選択)
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床研究で実際に用いら
れている統計手法(検定
方法や回帰モデル)を習
得する。解析ソフトを用
いて講義で得た知識を実
際のデータ解析に活用す
るための実習を行う。
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推定の方法など、文理を
またいだ様々な技術に
ついて概要を網羅的に
学ぶ。

調査方法論
22.5時間

公会計研究では、行政や
病院、大学等における会
計問題を対象とした研究
を包括的にレビューし、
海外トップジャーナルに
おける公会計研究の課
題と展望を理解する。

公会計研究
22.5時間

医療イノベーション経営
では、医療組織の経営
戦略や経営資源の開
発、マーケティング、医
療の質の確保などにつ
いて学ぶ。受講生が履
修しやすいよう、夏季土
日等の休日に集中講義
として実施する。

医療イノベー
ション経営
22.5時間

投資評価、原価計算、経
営情報論、人的資源管
理、組織変革論、マーケ
ティング、経営戦略論な
ど経営学の基礎を学ぶ。

ビジネス・
マネジメント
22.5時間

組織を取り巻く社会的
な課題について理解を
深め、行動経済学やソー
シャル・マーケティング
等の知見を活用しなが
ら、組織や社会全体にイ
ノベーションをもたらす
課題解決型人材の育成
を目指す講義。

ソーシャル・
イノベーション
22.5時間

外部環境の補正による
病床の将来推計と病院
内外のデータ解析を通じ
てエビデンスに基づく医
療経営管理の理解を深
めることをめざす講義。

医療経営分析論
22.5時間

横浜市立大学副学長
横浜市立大学消化器・
腫瘍外科学主任教授
遠藤 格

横浜市立大学附属　
市民総合医療センター
看護部　業務担当看護師長
平井 律子

大和市立病院事務局
事務局長
大下 等

QRコードをかざすと
WEBサイトで

詳細をご覧いただけます

「課題解決GP 受講のすすめ」 「職種を越えた学び」 「病院経営課題解決への大きな一歩」
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本講受講者の履修をサポートする

本学の両附属病院等の現場を活かし、履修生が現場で感じている問題を分析・研究することで、病院経営を実践的に学ぶことができるような

様 な々サポートを行なっています。履修生にとって受講しやすい環境を整えていきます。

医療経営・政策研究会

本プログラムが、厚生労働省の専門実践教育訓練給付制度※の指定講座となりました。支給要件を満たす方
が所定の申請を行うことで、本学に支払う教育訓練経費（受講料）の50％～70％を受給することができます。
※教育訓練給付制度とは、働く方々の主体的な能力開発やキャリア形成を支援し、雇用の安定と就職の促進を図ることを目的として、
厚生労働大臣が指定する教育訓練を修了した際に、受講費用の一部が支給されるものです。うち専門実践教育訓練では、特に労
働者の中長期的キャリア形成に資する教育訓練が対象となり、補助割合も高めに設定されています。

教育訓練給付制度のご案内

Pick Up

病院経営マネジメントに必要な書籍を履修生が自由に借りること
ができるライブラリーを附属病院とセンター病院それぞれの病院
長室に作りました。また、大学の学術情報センターも履修生として
利用が可能です。

■ ライブラリー・図書館の利用
通学して講義を受ける時間の無い方、社会人の方へのサポートとし
て、講義の一部をe-learningシステムで運用しています。「医療経
営学」「医療政策学」の講座動画・テキストを配信するとともに、テ
スト等による進捗管理を行います。履修者はすべてのコンテンツを
視聴可能です。

■ e-learning

履修生は、必修科目「特別研究」において、各自で決めたテーマで
研究を進めます。最終的にはその内容をまとめ報告会で発表する
必要があります。コーディネーターは、研究テーマの設定、調査方
法や、研究内容のブラッシュアップ等、全面的に履修生の研究活
動をサポートしてくれます。

■ コーディネーターのサポート

YCU病院経営プログラムでの学びをさらに発展させたい方のために、国際マネジメント研究科にソー
シャル・イノベーション修士（経営学）プログラムSIMBAをご用意しています。
本プログラムは，国際マネジメント研究科で推進してきたサービス・サイエンス研究プログラムを発展さ
せ，特にデータに基づく経営管理手法を用いて社会課題解決をめざす社会人を対象として，経営学・
経済学の知識やスキルの習得を目指すものです。社会課題の領域には，一般的なビジネス課題とと
もに，ヘルス領域，社会福祉領域，その他の公共サービス領域など多数が考えられます。これらの社
会的な諸課題に対してデータに基づく経営管理手法のスキルを活かし，地域社会で活躍する修士
（経営学）人材を育成します。

※YCU病院経営プログラムで履修する選択科目の一部が申請によりSIMBAプログラムの一部として認められる場合があります。

国際マネジメント研究科博士前期課程
ソーシャル・イノベーション修士（経営学）プログラム（SIMBA）のご案内

～さらに学びを深めるために～

本学の履修プログラムを学ぶ共通テキスト(本文132ページ)とし
て、「医療政策・経営学」の内容をまとめています。「YCU 病院経営
プログラム」のテキストブックとして受講者に配布します。

■ 医療政策・経営学テキストブック

e-learningシステム画面 横浜市立大学医学情報センター自習スペース

医療政策・経営学テキストブック

e-learning、テキストブック、ライブラリー・
図書館の利用、コーディネーターのサポート

QRコードをかざすと
WEBサイトで

詳細をご覧いただけます

研究会の目的

開催の目的

❶医療福祉の財務情報・非財務情報に関連する実証的研究を行い、
　研究成果を効果的・効率的な経営や政策に生かすこと
❷行政（横浜市）・事業者・研究者による交流を促進し、知見を深めること

病院・医療従事者の労働環境と生産性について議論し、これからの病院経営のあり方について検討すること

横浜市立大学 大学院データサイエンス研究科准教授　黒木 淳
横浜市立大学 大学院データサイエンス研究科特任助教　伴 正海

第13回　医療経営・政策研究会

日 程
参 加 者
開催時間

令和3年7月18日（日）
42名
10:00～12:30

12：00～12：30

11：00～11：50

10：10～10：50 「小児在宅医療の現状について」
大隅朋生氏（医療法人財団はるたか会
あおぞら診療所墨田　小児科）

「在宅往診専門クリニックと京都府の連携～京都市
全域のコロナ自宅療養者に対する、特殊往診チーム
の最新情報について～」
守上佳樹氏（医療法人双樹会よしき往診クリニック院長）

総括&ディスカッション

横浜市立大学 大学院データサイエンス研究科准教授　黒木 淳
横浜市立大学 大学院データサイエンス研究科特任助教　伴 正海

第14回　医療経営・政策研究会

日 程
参 加 者
開催時間

令和4年2月6日（日）
39名
10:00～12:30

12：00～12：30

11：00～11：50

10：10～10：50 「医療経営とDX ～データドリブン経営を中心に～」
岩本 修一氏（株式会社DTG社長）

「医療従事者の労働環境と地域医療」
原 広司氏（横浜市立大学　国際商学部　
国際マネジメント研究科）

総括&ディスカッション

zoom開催 zoom開催

公開シンポジウム・公開授業

1.「非難回避戦略とコロナ対応」
 黒木 淳氏
 横浜市立大学大学院データサイエンス研究科 ヘルスデータサイエンス専攻准教授
2.「コロナ禍で明らかになった課題について考える～連携と横展開」 
 松村 眞吾氏
 横浜市立大学大学院国際マネジメント研究科特任教授 （株）メディサイト代表取締役
3.「コロナ禍で見えたものとこれから」
 田中 利樹氏
 横浜市立大学医療経営アドバイザー （株）ハイズ取締役

「ポストコロナの医療経営」

第1部　公開シンポジウム　
令和3年9月26日（日）日程

10:00～11:00
「ポストコロナの横浜大学
メディカルセンター」
ディスカッションリーダー　
後藤 隆久氏
横浜市立大学附属病院長

第2部　公開授業
11:10～12:00
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様 な々サポートを行なっています。履修生にとって受講しやすい環境を整えていきます。

医療経営・政策研究会

本プログラムが、厚生労働省の専門実践教育訓練給付制度※の指定講座となりました。支給要件を満たす方
が所定の申請を行うことで、本学に支払う教育訓練経費（受講料）の50％～70％を受給することができます。
※教育訓練給付制度とは、働く方々の主体的な能力開発やキャリア形成を支援し、雇用の安定と就職の促進を図ることを目的として、
厚生労働大臣が指定する教育訓練を修了した際に、受講費用の一部が支給されるものです。うち専門実践教育訓練では、特に労
働者の中長期的キャリア形成に資する教育訓練が対象となり、補助割合も高めに設定されています。

教育訓練給付制度のご案内

Pick Up

病院経営マネジメントに必要な書籍を履修生が自由に借りること
ができるライブラリーを附属病院とセンター病院それぞれの病院
長室に作りました。また、大学の学術情報センターも履修生として
利用が可能です。

■ ライブラリー・図書館の利用
通学して講義を受ける時間の無い方、社会人の方へのサポートとし
て、講義の一部をe-learningシステムで運用しています。「医療経
営学」「医療政策学」の講座動画・テキストを配信するとともに、テ
スト等による進捗管理を行います。履修者はすべてのコンテンツを
視聴可能です。

■ e-learning

履修生は、必修科目「特別研究」において、各自で決めたテーマで
研究を進めます。最終的にはその内容をまとめ報告会で発表する
必要があります。コーディネーターは、研究テーマの設定、調査方
法や、研究内容のブラッシュアップ等、全面的に履修生の研究活
動をサポートしてくれます。

■ コーディネーターのサポート

YCU病院経営プログラムでの学びをさらに発展させたい方のために、国際マネジメント研究科にソー
シャル・イノベーション修士（経営学）プログラムSIMBAをご用意しています。
本プログラムは，国際マネジメント研究科で推進してきたサービス・サイエンス研究プログラムを発展さ
せ，特にデータに基づく経営管理手法を用いて社会課題解決をめざす社会人を対象として，経営学・
経済学の知識やスキルの習得を目指すものです。社会課題の領域には，一般的なビジネス課題とと
もに，ヘルス領域，社会福祉領域，その他の公共サービス領域など多数が考えられます。これらの社
会的な諸課題に対してデータに基づく経営管理手法のスキルを活かし，地域社会で活躍する修士
（経営学）人材を育成します。

※YCU病院経営プログラムで履修する選択科目の一部が申請によりSIMBAプログラムの一部として認められる場合があります。

国際マネジメント研究科博士前期課程
ソーシャル・イノベーション修士（経営学）プログラム（SIMBA）のご案内

～さらに学びを深めるために～

本学の履修プログラムを学ぶ共通テキスト(本文132ページ)とし
て、「医療政策・経営学」の内容をまとめています。「YCU 病院経営
プログラム」のテキストブックとして受講者に配布します。

■ 医療政策・経営学テキストブック

e-learningシステム画面 横浜市立大学医学情報センター自習スペース

医療政策・経営学テキストブック

e-learning、テキストブック、ライブラリー・
図書館の利用、コーディネーターのサポート

QRコードをかざすと
WEBサイトで

詳細をご覧いただけます

研究会の目的

開催の目的

❶医療福祉の財務情報・非財務情報に関連する実証的研究を行い、
　研究成果を効果的・効率的な経営や政策に生かすこと
❷行政（横浜市）・事業者・研究者による交流を促進し、知見を深めること

病院・医療従事者の労働環境と生産性について議論し、これからの病院経営のあり方について検討すること

横浜市立大学 大学院データサイエンス研究科准教授　黒木 淳
横浜市立大学 大学院データサイエンス研究科特任助教　伴 正海

第13回　医療経営・政策研究会

日 程
参 加 者
開催時間

令和3年7月18日（日）
42名
10:00～12:30

12：00～12：30

11：00～11：50

10：10～10：50 「小児在宅医療の現状について」
大隅朋生氏（医療法人財団はるたか会
あおぞら診療所墨田　小児科）

「在宅往診専門クリニックと京都府の連携～京都市
全域のコロナ自宅療養者に対する、特殊往診チーム
の最新情報について～」
守上佳樹氏（医療法人双樹会よしき往診クリニック院長）

総括&ディスカッション

横浜市立大学 大学院データサイエンス研究科准教授　黒木 淳
横浜市立大学 大学院データサイエンス研究科特任助教　伴 正海

第14回　医療経営・政策研究会

日 程
参 加 者
開催時間

令和4年2月6日（日）
39名
10:00～12:30

12：00～12：30

11：00～11：50

10：10～10：50 「医療経営とDX ～データドリブン経営を中心に～」
岩本 修一氏（株式会社DTG社長）

「医療従事者の労働環境と地域医療」
原 広司氏（横浜市立大学　国際商学部　
国際マネジメント研究科）

総括&ディスカッション

zoom開催 zoom開催

公開シンポジウム・公開授業

1.「非難回避戦略とコロナ対応」
 黒木 淳氏
 横浜市立大学大学院データサイエンス研究科 ヘルスデータサイエンス専攻准教授
2.「コロナ禍で明らかになった課題について考える～連携と横展開」 
 松村 眞吾氏
 横浜市立大学大学院国際マネジメント研究科特任教授 （株）メディサイト代表取締役
3.「コロナ禍で見えたものとこれから」
 田中 利樹氏
 横浜市立大学医療経営アドバイザー （株）ハイズ取締役

「ポストコロナの医療経営」

第1部　公開シンポジウム　
令和3年9月26日（日）日程

10:00～11:00
「ポストコロナの横浜大学
メディカルセンター」
ディスカッションリーダー　
後藤 隆久氏
横浜市立大学附属病院長

第2部　公開授業
11:10～12:00
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〒236-0004　横浜市金沢区福浦3-9
福浦キャンパス・附属病院

〒232-0024　横浜市南区浦舟町4-57
附属市民総合医療センター

〒236-0027　横浜市金沢区瀬戸22-2
金沢八景キャンパス

〒220-8107 横浜市西区みなとみらい二丁目2番1号
 横浜ランドマークタワー7階

みなとみらいサテライトキャンパス

横浜市立大学
横浜市立大学医学研究科・国際マネジメント研究科
附属病院・附属市民総合医療センター

令和3年度 事業報告書
「YCU病院経営プログラム」
病院変革人材育成

● 文部科学省
「課題解決型高度医療
人材養成プログラム」採択事業

● 厚生労働大臣指定
専門実践教育訓練講座

● 文部科学省
職業実践力育成プログラム認定
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東
北
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線
）
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ら
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ブ
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ーライン

ランドマーク
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馬車道駅

桜
木
町
駅

シーサイドライン
金沢八景駅

至
逗
子・葉
山

横浜市立大学
医学教育推進課内
YCU病院経営プログラム事務局 

〒236-0004　横浜市金沢区福浦3-9
TEL：045-352-7968　FAX：045-787-2767
E-mail：hp_mgt@yokohama-cu.ac.jp

都市型地域医療を

先導する
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